


〜遠藤舞と申します編〜

遠藤舞(エンドウ マイ)
1991年7月12日生まれ
 
国立音楽大学音楽学部演奏学科鍵盤楽器専修(ピアノ) 3年
3歳から現在までピアノを続けています。
表現すること、誰かに伝えることは私の人生！

 
趣味は読書とポイズンクッキングとネットサーフィン

愛用のサイトはTwitterと読書メーター
 
Twitter ユーザー名：endsaaan
　http://twitter.com/endsaaan
 
読書メーター(読み終わった本に感想を投稿しています。)　ユーザー名：endsaaan
  http://i.bookmeter.com/u/156925/prof
 
得意なことは

　楽器演奏(ピアノ・トロンボーン)
　お客様を笑顔に導く対応(書店アルバイトで)

http://twitter.com/endsaaan
http://i.bookmeter.com/u/156925/prof


〜ピアノでの演奏表現に明け暮れる編〜

 
　学生時代に最も力を入れたのは、専門で学んでいるピアノ。

 
「ペパボを想って弾きました」ドビュッシー/月の光

http://youtu.be/qGH-4oMkzsE
 
楽譜の時点ではただの紙に並んだ記号でしかない。それを音として現実性世界につくり出すと、

気持ちや情景や温度、様々なことを伝えられる。まるで魔法のよう！

そんなピアノで自分を表現することに明け暮れました。私のつくりだしたものを聴いてくれた人

が笑顔になってくれることが、何よりの幸せです！

 
そして、ピアノからたくさんのことを身に付けました。

 
・コツコツ努力する力

「準備：本番＝9：1」
たった数分間の本番のため、何ヶ月も前から毎日少しずつ、地道にコツコツと練習を重ねていき

ます.。
 

・やり抜く力

途中で「何回練習しても弾けるようにならない」「思い通りの演奏ができない」など、困難にぶ

つかることもありますが、「諦めたら何も身につかない。全力で挑めば、たとえ失敗しても力に

なる」と信じてやり抜きます。

 
・向上心

練習は常に「自分の課題を見つけ、その解決策を考え、週集中して取り組み、高めていく」こと

のくり返しです。昨日より今日、今日より明日、同じところには留まりません。

 
〜具体的なエピソード〜

 
　大学3年の夏、演奏会2週間前に左手薬指が腱鞘炎になってしまいました。
この時は4ヶ月前から準備していましたが、痛みでうまく演奏ができず、悔しくて仕方ありません
でした。

家族に出演辞退を勧められる中、上記の「諦めたらそこで終わり」精神で、薬指を使わない弾き

方を考える決心をしました。本番まで日が無い中での練習のやり直しと、怪我を庇いながらの演

奏は大変でしたが、持ち前の「自分への負けず嫌い」を発揮。連日睡眠時間を削ってピアノに向

http://youtu.be/qGH-4oMkzsE


かい、不自然な部分はないか友人に聴いてもらい、全力で取り組みました。

結果、本番では怪我に甘んじない演奏を行うことができました。その際、お客様が涙を流しなが

ら「良い演奏だった」と言ってくれたことが本当に嬉しく、それまでの努力が充実したものであ

った何よりの証拠であると思います。

 

その時の写真(一番右の青ドレスが私です)
 

聴いてくれる人の笑顔を思えば、地味で大変な毎日の練習も、プレッシャーも乗り越えられる！

 



〜書店アルバイト編〜

 
お客様が笑顔になれるよう、相手の立場に立って考えることを意識した書店でのアルバイト

 
老若男女問わずいろいろな人と接することができる書店でのアルバイトでは、

　どうすれば気持ちよくお買い物していただけるだろう

　何をすればまた来たくなるお店になるだろう

など、「お客様の立ち場で考える」ことを大切にしています。

 
クリスマス前のある日、女性のお客様から「子供へのクリスマスプレゼントを一緒に選んでほ

しい」と頼まれました。

幼稚園生の女の子というお子様についてお話をききながら、

　「どんなものが好きな子かな？」

　「何をもらったら嬉しいかな？」

と想像をふくらませ、ワクワクしながら絵本を数冊選び、プレゼント用に包装しました。

 
　「これから子供の幼稚園にお迎えなんだけど、実はこれ、サンタさんからのプレゼントなの」

絶対に包装が見えないように袋に入れて、お客様をお送りしてからもワクワクは収まりませんで

した。

私も幼い頃、クリスマスの朝枕元にプレゼントを見つけた感動を今でもはっきり覚えています。

今のお客様のお子様も、あのプレゼントで笑顔になって、一生の感動が生まれるかもしれない。

その過程に自分が携われた、そう思うと包装紙で切った指の痛みを忘れるほど、嬉しくて仕方あ

りませんでした。

 
 
アルバイトでも、隙をみつけて表現活動

 
書店でよくみかける“本の紹介ポップ”
自分の好きなものを皆にオススメできる、絶好の表現媒体です。

趣味のイラストを活かしてポップ制作にも取り組みました。

 



　　　　

 
どうすれば「おっ！」と思ってもらえるか考え、

　四角い書籍が並ぶ中で目立つように変形に

　目に留まるような鮮やかな色で

など工夫しました。

 
自分がポップを書いた作品のレジを受ける時は、ニヤニヤが止まりません。

自分の描いたポップで、少しでも誰かの心に届けたい。そう思いながらポップという形でも表現

活動をしてきました。

 



〜日常をもっとおもしろく編〜

 
どんなことでも、小さなことでも、全力で楽しんでしまうのが遠藤舞という人間。

学生時代、日常を少しでもおもしろくすることに貪欲でした。

 
・路地裏探検

いつもは通らない道、降りない駅を歩くと、新しい発見がたくさんあります。

　「こんなお店あったんだ！」

　「この道はここに繋がってたのか！」

　「MAXコーヒー売ってる自販機見つけた！ひゃっほう！！」

　　　　

時間をかけて遠出をしなくても、非日常体験と新発見をすることができます。

 
 
・着色料パーティー

料理も普通にするばかりでは、つまらない。どうすればもっとおもしろくなるだろう。

………そうだ！着色料だ！　　　

　 　 　

　

見た目重視のカラフルケーキ、細かすぎる制作過程で精神力が試されるキャラチョコ、食欲が吹



き飛ぶレインボーシチュー

(スタッフがおいしくいただきました)
 
・「あ、これこうしたらおもしろいんじゃない？」思いついたら即実践

ちょっとしたことでも、「おもしろいかも」と思ったらやってみる。日常って、くだらないこと

でいっきにおもしろくなってしまうものだと思っています。

 
高幡不動の路地裏にあった土方歳三パネルに創作意欲を刺激され、「鬼の副長“土方歳三”」を表現
してみたり、

　　　　 　

　　　　(手前が私です)
 
ウィッグの新たな可能性を感じて友人の足をキャンパスにしたり。

　　　　

 
 
人生は楽しんだもの勝ち！

 



少しのきっかけで日常を楽しく彩れたらいいなと思い、常に「何かアイディアはないか？」「も

っとおもしろくできないか？」と考えてきました。

社会人になっても遊び心は大切にしていきたいと思っています。

 
 
　

 
 
 
 
 
 


